
平成 23 年度 一橋大学経済研究所 共同利用共同研究拠点事業プロジェクト研究 

「中央アジア国際労働移民の管理と社会的適応：家計・女性・地域集団」・ 

「移行経済の世代間問題再考：市場経済化 20 年史の回顧と将来展望」共同開催 

 

 

 

開催日：２０１２年３月９日(金)～１０日(土) 

会 場：私学会館アルカディア市ヶ谷(http://www.arcadia-jp.org/index.htm) 

 

プログラム 

 

第１日目：３月９日（金） 

共通テーマ：「中央アジア国際労働移民の管理と社会的適応：家計・女性・地域集団」 

１３：００～１３：１０ 

趣旨説明 堀江典生（富山大学） 

 

１３：１０～１４：３０ セッションＩ 

報告１：堀江典生（富山大学）「労働移民に関するコミュニティおよび家族の戦略：

タジキスタンでのリサーチ・デザイン」 

 

１４：３０～１５：００ コーヒーブレイク  

 

１５：００～１７：４０ セッションⅡ 

報告１：湯浅剛（防衛省防衛研究所）「移民政策をめぐるカザフスタンとロシアの

比較（仮）」 

報告２：雲和広（一橋大学）“Tajik Labor Migrants and Their Remittances: Is Tajik 

Migration Pro-Poor?” 

 

１８：００～２０：００ 研究討論会・夕食（by invitation） 

 



第２日目：３月１０日（土） 

共通テーマ：「移行経済の世代間問題再考：市場経済化 20 年史の回顧と将来展望」 

１０：００～１２：００ セッションⅠ 

報告１：池本修一(日本大学) 「移行経済の社会労働問題：チェコの年金制度」 

報告２：岩崎一郎(一橋大学) 「移行経済の企業統治問題：世界金融危機とロシア

企業の市場淘汰」 

 

１２：００～１３：３０ 研究討論会・昼食 

 

１３：３０～１６：３０ セッションⅡ 

報告３：片山博文(桜美林大学) 「移行経済の環境問題：ロシアの気候変動戦略と

再生可能エネルギー」  

報告４：佐藤嘉寿子(桜美林大学) 「移行経済の年金制度改革：ハンガリー賦課型

年金制度に焦点を当てて」 

報告５：杉浦史和(帝京大学) 「体制移行戦略の再検討：移行 20 年を振り返って」 

 

１６：３０～１７：００ 全体討論・総括 

１７：００ 閉会 

 

  



会場案内 

 

 

 

以上 


